


　８月９日といえば長崎原爆の日。７５年目を迎え、安倍首相は現地で記者団の質問に応じた。
　まずこちらの写真をご覧いただきたい。

のように生花を置けば原稿は隠れる。しかし一瞬とはいえ不用意に原稿を立ててしまったので記者
との関係を自ら国民に晒してしまった。

　もう一枚を見てみよう。コロナ対策で間を開けた会
場の奥中央に首相、手前には記者がいるが中央の二人
は何故かテーブルクロスが掛かった席にいる。左側は
毎日新聞の女性記者、右は読売新聞の男性記者で二人
が質問し、１７分間のみで会見を終わらせている。他
の記者は受けつけられず二人に決められていて、明ら
かに原稿を読み上げ質問し、安倍首相は既に質問が記された問答原稿の答の部分を読み上げそそく
さと退場している。何故このようなセレモニーを国民は見せ付けられなければならないのか。この
二枚は一瞬を捉えているためまずほとんどの国民は気付くことができなかったと思われる。是非
YouTubeで再確認いただきたい。ハッキリしていることは、大手マスコミ政治部記者は政権との緊
張関係を無くし、権力の監視を怠り取り込まれ、もたれ合っている。質問しても再質問をせず、不
都合な問いを封殺する姿は戦中の翼賛状態に回帰しつつあるのではないか。菅政権との間にもこの
引継がれる姿を見ることになるのか。民主主義国の権力と報道の関係をどうあるべきか考えよう。

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　「安倍政治は限界に至っていた」と言う人々が
いる。本丸(改憲)を除いてほぼ外堀は埋め尽くし
たのだからもはや出来る事もあるまい。その意味
に於いては確かに限界であったろう。ややシニカ
ルだが慧眼である。防衛庁の省への昇格、日本版
NSC発足、安保関連法、敵基地攻撃能力談話等、
九条への的確な攻撃の例は枚挙に暇がない。第一
次政権から、足掛け14年の、これが彼のレガシー
(成果・遺産)である。我々は夢を見ているのでは
ない。一方で護憲派たる我らの政治空間に於ける
具体的成果とは何だったか。改憲発議の阻止、強

  
制力を持った遺産は只のこれだけである。しかも
それは危うい。厳しい言いようであるが実に惨め
で恥ずべき醜態であろう。要するに我々は勝逃げ
されたのである。その事への深刻な反省と具体的
対策なしには何度でも同じ事が繰り返されるだろ
う。現に世間は「安倍さん、お疲れ様」「(志半ば
で)可哀そう」の大合唱である。この情緒は愚かで
痛ましい。高く遠く飛ぶにはより長い助走が必要で
あるならばこの14年がその為の期間であったのだ
と、退任が追い詰められた末のものであったのだと
明快かつ朗らかに言える日が来る事を願う。　　

安倍首相辞意表明に寄せて 柳 耕平８月 28日♼
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